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二
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中
央
政
権
の
北
進 

１ 

大
和
朝
廷
の
勢
力 

古
代
に
お
け
る
中
央
文
化
は
、
政
権
範
囲
の
拡
大
と
共
に
一
つ
は
東
海
地
方
か
ら
関
東
地
方
を
経
て
東
北
地
方
に
、
も
う
片
方

は
北
陸
地
方
を
経
て
東
北
地
方
に
浸
透
し
た
。
山
形
県
へ
の
影
響
は
関
東
地
方
を
北
進
し
た
も
の
が
海
岸
通
り
を
北
に
進
ん
だ
も

の
と
、
奥
羽
山
脈
を
越
え
て
当
内
陸
部
に
入
っ
た
も
の
と
の
二
つ
に
分
か
れ
、
北
陸
部
を
北
進
し
た
も
の
は
海
岸
通
り
を
庄
内
に

入
っ
た
と
云
わ
れ
、
そ
の
物
証
の
代
表
的
な
も
の
の
一
つ
に
古
代
古
墳
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
斬
か
る
東
北
地
方
へ
の
動

き
は
、
文
献
の
上
に
も
は
っ
き
り
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。 

東
北
地
方
が
大
和
朝
廷
の
勢
力
圏
内
に
入
っ
た
の
は
、
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
の
は
じ
め
こ
ろ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
大
和
朝
廷

の
支
配
に
服
す
る
よ
う
に
な
っ
た
地
方
の
有
力
な
豪
族
は
国
造
（
く
に
の
み
や
つ
こ
）
と
よ
ば
れ
、
朝
廷
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

貢
物
を
す
る
義
務
を
貟
わ
さ
れ
た
。
そ
の
義
務
を
果
す
か
わ
り
と
し
て
、
も
と
も
と
そ
の
地
方
に
有
し
て
い
た
支
配
権
を
認
め
ら

れ
た
。
大
和
朝
廷
に
よ
っ
て
国
造
が
設
置
さ
れ
る
と
、
そ
の
国
造
の
支
配
す
る
地
域
は
中
央
と
接
触
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
中
央

文
化
が
と
り
い
れ
ら
れ
た
。
会
津
地
方
に
東
北
で
最
初
に
築
か
れ
た
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
大
塚
山
古
墳
が
あ
る
。
こ
の
古
墳
の
築

造
は
四
世
紀
末
で
あ
る
。
宮
城
県
南
部
や
山
形
県
南
部
地
方
の
豪
族
た
ち
が
、
大
和
朝
廷
と
交
渉
を
も
つ
よ
う
に
な
る
の
は
五
・

六
世
紀
ご
ろ
で
、
置
賜
地
方
の
古
墳
は
七
・
八
世
紀
ご
ろ
の
も
の
と
さ
れ
る 

 
 

 

。 

中
大
兄
皇
子
（
後
の
天
智
天
皇
）
は
中
臣
鎌
足
ら
と
結
ん
で
、
時
の
権
力
者
蘇
我
入
鹿
と
そ
の
父
蝦
夷

え

み

し

を
亡
ぼ
し
た
。
こ
の
あ

と
中
大
兄
皇
子
は
皇
太
子
と
な
り
、
年
号
を
大
化
と
改
め
新
し
い
政
治
体
制
を
発
足
さ
せ
た
。
こ
れ
が
大
化
の
改
新
で
あ
る
。
大

化
改
新
の
ね
ら
い
は
蘇
我
氏
な
ど
の
豪
族
勢
力
を
排
し
て
、
朝
廷
の
基
礎
強
化
と
中
央
集
権
国
家
の
成
立
に
あ
っ
た
が
、
大
化
元

（
六
四
五
）
年
八
月
に
東
国
に
国
司
を
任
命
し
派
遣
し
て
い
る
。
国
司
の
任
務
は
そ
の
地
の
住
民
の
戸
籍
を
作
る
こ
と
、
田
畠
の
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面
積
を
調
べ
る
こ
と
、
武
器
を
掌
握
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
国
司
が
派
遣
さ
れ
た
東
国
八
道
に
は
、
東
北
地
方
南
部
も
含
ま
れ
て

い
た
。 

改
新
政
府
は
大
化
五
（
六
四
九
）
年
ご
ろ
ま
で
に
こ
れ
ま
で
の
世
襲
職
の
制
度
を
や
め
て
、
新
し
い
中
央
官
制
を
定
め
て
官
僚

制
度
を
整
え
、
六
五
〇
年
か
ら
六
五
四
年
こ
ろ
に
か
け
全
国
に
わ
た
っ
て
国
・
郡
の
区
画
を
定
め
地
方
制
度
を
整
備
し
た
。
陸
奥

国
が
成
立
し
た
の
は
こ
の
頃
で
あ
る
。
国
司
が
東
北
地
方
に
派
遣
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
と
き
か
ら
一
つ
の
国
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
た
訳
で
、
置
賜
は
最
上
・
村
山
と
共
に
陸
奥
国
に
入
っ
て
い
た
。
置
賜
地
方
は
律
令
政
治
の
施
行
さ
れ
る
範
囲
の
北
限
で
あ

っ
た
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
日
本
海
側
で
は
大
化
三
（
六
四
七
）
年
に
渟ぬ

た

足り
の

柵さ
く

（
新
潟
県
沼
垂
）
、
翌
六
四
八
年
に
は
磐い

わ

舟
ふ
ね
の

柵さ
く

が

造
ら
れ
、
六
五
八
年
に
は
越こ

し

の
国
の
国
司
阿
部
比
羅
夫
が
軍
船
二
〇
〇
艘
を
ひ
き
い
秋
田
市
附
近
能
代
市
に
遠
征
し
、
鎮
撫
で
き

た
と
こ
ろ
に
は
郡
を
置
き
、
服
従
し
た
蝦
夷
の
頭
を
郡
の
役
人
に
し
た
。
こ
の
時
期
の
政
策
は
軍
事
面
の
み
で
な
く
、
懐
柔
教
化

も
加
味
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
改
新
後
の
政
治
は
壬
申
の
乱
（
六
七
二
年
）
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
安
定
し
、
中

央
政
権
の
勢
力
は
徐
々
に
北
に
向
っ
て
拡
大
し
て
い
っ
た
。 

２ 

蝦
夷
と
ア
イ
ヌ 

古
代
、
東
北
地
方
に
住
ん
で
い
た
人
々
は
蝦
夷
と
称
さ
れ
、
未
開
で
野
蛮
な
人
種
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
蝦
夷
と
は
ア
イ

ヌ
人
で
あ
る
と
い
う
説
が
長
い
間
有
力
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
中
央
政
権
に
屈
服
し
な
い
民
族
と
い
う
考
え
方
が
一
般
的
に
な
っ

て
い
る
。 

稲
作
農
耕
と
鉄
器
の
使
用
に
よ
っ
て
一
歩
進
ん
だ
人
々
に
比
べ
、
中
央
文
化
に
お
く
れ
、
政
治
の
手
の
届
か
な
い
東
北
地
方
の
人
々

を
呼
称
し
た
名
の
よ
う
で
あ
る
。 

七
〇
八
年
越
後
国
に
出
羽
郡
が
設
置
さ
れ
、
四
年
後
の
和
銅
五
（
七
一
二
）
年
に
こ
の
出
羽
郡
と
、
陸
奥
国
で
あ
っ
た
最
上
郡
・

置
賜
郡
更
に
田
川
郡
と
を
合
わ
せ
出
羽
国
が
設
置
さ
れ
た
。
最
上
郡
や
置
賜
郡
が
陸
奥
国
で
あ
っ
た
こ
と
を
立
証
す
る
も
の
と
し
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て
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
四
日
、
奈
良
の
平
城
宮
跡
発
掘
の
際
出
土
し
た
「
木
簡
」
（
墨
書
き
さ
れ
た
板
）
に
、
「
陸
奥
国
裳
上
郡

裳･
･
･

」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
柏
倉
亮
吉
氏
は
次
の
よ
う
に
解
説
を
し
て
い
る
。 

「
奥
羽
山
脈
が
陸
奥
、
出
羽
を
区
画
す
る
境
と
な
っ
た
そ
の
起
り
は
、
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
十
月
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。
そ 

の
十
日
程
前
の
九
月
二
十
三
日
に
、
出
羽
国
が
新
ら
し
く
設
置
さ
れ
た
わ
け
だ
が
そ
の
時
点
よ
り
前
は
ど
う
か
と
見
る
と
、
山 

形
県
の
内
陸
地
域
（
今
の
置
賜
、
村
山
、
最
上
）
は
、
太
平
洋
岸
の
陸
奥
国
の
所
管
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
前
記
の
和
銅
五 

年
十
月
一
日
に
、
陸
奥
国
か
ら
最
上
、
置
賜
二
郡
を
引
き
は
な
し
て
、
庄
内
に
あ
っ
た
出
羽
郡
な
ど
と
一
緒
に
し
て
、
こ
こ
に 

出
羽
国
な
る
行
政
区
が
誕
生
し
た
わ
け
で
あ
る
。
最
上
、
置
賜
二
郡
が
陸
奥
国
に
属
し
て
い
た
時
代
の
記
録
は
、
今
ま
で
に
一 

つ
も
知
ら
れ
て
な
か
っ
た
。
遺
物
と
し
て
な
ら
、
山
形
市
の
嶋
遺
跡
な
ど
が
豊
か
に
物
語
っ
て
く
れ
る
よ
う
だ
が
、
文
字
で
示 

し
て
く
れ
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
思
わ
ぬ
所
か
ら
出
る
も
の
で
あ
る
。
時
は
昭
和
四
十
二
年
一
月
二
十
四
日
、
今
か 

ら
九
年
前
の
冬
の
こ
と
、
平
城
京
の
北
端
中
央
部
に
あ
る
平
城
宮
。
そ
の
平
城
宮
の
東
側
に
あ
る
道
路
（
東
一
坊
大
路
）
の
西 

側
側
溝
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
側
溝
の
幅
三
メ
ー
ト
ル
。
底
に
四
層
の
堆
積
砂
層
が
あ
り
養
老
な
ど
の
古
い
年
号
の
木
簡
が
出 

る
。
問
題
の
木
簡
は
そ
の
第
一
層
か
ら
出
た
も
の
だ
が
形
は
大
き
く
残
存
部
分
の
長
さ
三
三
セ
ン
チ
、
幅
五
・
七
セ
ン
チ
。
檜 

材
。
表
裏
両
面
に
び
っ
し
り
墨
書
字
が
あ
る
。
そ
の
中
程
下
半
に
陸
奥
国
裳
上
郡
裳

．
．
．
．
．
．
．
と
い
う
文
字
が
読
ま
れ
て
、
以
下
は
折
れ 

て
し
ま
っ
て
い
る
。
あ
た
り
の
文
字
は
も
ち
ろ
ん
、
漢
字
で
草
冠
の
字
、
糸
偏
の
字
、
漢
数
字
な
ど
が
意
味
の
つ
な
が
り
な
し 

に
書
か
れ
て
い
る
。
平
城
京
跡
調
査
所
の
意
見
で
は
、
習
字
に
使
わ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
、
前
記
の 

〝
裳
〟
の
字
だ
が
、
見
よ
う
に
よ
っ
て
は
草
冠
と
も
見
え
る
。
草
冠
の
字
と
す
る
と
、
何
と
も
む
ず
か
し
い
パ
ズ
ル
に
な
る
。 

し
か
し
今
の
と
こ
ろ
、
こ
の
郡
名
は
最
上
郡
を
現
し
た
も
の
と
い
う
見
方
が
あ
り
、
私
も
同
意
見
で
あ
る
。
そ
れ
は
出
羽
国
へ 

所
管
換
え
に
な
る
前
の
最
上
郡
の
こ
と
だ
ろ
う
と
い
う
わ
け
で
、
し
た
が
っ
て
書
か
れ
た
時
日
は
和
銅
五
年
十
月
一
日
を
下
限 

と
し
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
そ
し
て
上
限
と
な
る
と
、
平
城
京
に
都
を
遷
さ
れ
た
和
銅
三
年
三
月
十
日
と
な
ろ
う
。
そ
の
時
間 

幅
は
二
年
と
七
カ
月
。
そ
の
期
間
の
奈
良
の
都
の
大
宮
人
の
手
に
な
り
、
側
溝
に
入
っ
た
ま
ま
千
二
百
年
余
を
過
し
た
も
の
と 
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山

形

新

聞

「

奥

羽

山

脈

」

昭

 

和

五

十

一

年

三

月

十

七

日

 
い
う
こ
と
で
、
ま
た
折
れ
欠
け
た
下
の
部
分
に
は
、
続
い
て
裳．
（
上
里
．
．
）
と
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
現
在
の
山
形 

市
附
近
に
あ
っ
た
ム
ラ
に
当
ろ
う
。
」 

 
 

 
 

 
 

 

。 
と
し
、
置
賜
郡
と
同
じ
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
と
結
論
す
る
。 

３ 

律 

令 

体 

制 

持
統
女
帝
（
天
武
天
皇
の
皇
后
）
は
、
律
令
制
度
の
総
仕
上
げ
と
も
い
う
べ
き
大
宝
律
令
令
を
七
〇
一
年
に
完
成
し
、
つ
づ
い 

て
七
一
八
年
に
は
養
老
律
令
が
編
ま
れ
た
。
律
令
制
下
で
は
地
方
に
国
―
郡
―
里
（
後
に
郷
と
い
う
）
の
行
政
組
織
が
あ
り
、
国

司
に
は
中
央
出
身
者
だ
け
が
任
命
さ
れ
、
京
か
ら
各
地
に
赴
任
し
た
。
有
力
な
地
方
豪
族
は
郡
司
或
い
は
軍
団
の
幹
部
に
任
じ
ら

れ
、
農
民
の
有
力
者
が
里
長
に
な
っ
た
。
置
賜
地
方
に
お
け
る
郡
衙
址
（
郡
司
が
政
権
を
執
行
す
る
官
庁
）
に
つ
い
て
『
高
畠
町

史
上
巻
』
は
、『
東
置
賜
郡
史
』
や
吉
田
東
伍
博
士
の
説
を
引
用
し
、
高
畠
町
の
小
郡
山
を
郡
衙
址
と
し
て
有
力
視
し
、
更
に
「
郡
」

の
つ
い
た
地
名
に
つ
い
て
も
（
郡
山
・
中
郡
）
、
そ
の
か
か
わ
り
あ
い
を
強
調
し
て
い
る
。 

律
令
政
府
の
土
地
制
度
は
班
田
収
授
制
に
表
現
さ
れ
る
が
、
こ
の
班
田
収
授
制
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
の
が
、

条
里
制
な
る
土
地
区
画
制
で
あ
る
。
条
里
性
は
土
地
を
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
区
分
け
し
た
も
の
で
、
縦
横
六
町
間
隔
の
平
行
線
を

引
き
、
六
町
四
方
（
約
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
四
方
）
を
一
区
画
と
し
て
、
こ
れ
を
一
里
と
称
ん
だ
。
こ
の
里
を
東
西
一
列
に
連
ら
ね

た
も
の
が
条
で
、
各
郡
の
基
点
か
ら
一
条
、
二
条
と
数
え
る
。
里
は
さ
ら
に
細
分
さ
れ
、
一
町
四
方
（
約
一
一
〇
メ
ー
ト
ル
四
方
）

の
正
方
形
を
縦
横
共
六
個
ず
つ
配
列
し
て
、
三
六
の
区
画
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
三
六
の
一
区
画
を
坪
と
し
、
一
ノ
坪
か
ら
三

六
ノ
坪
ま
で
と
な
る
。
そ
こ
で
白
鷹
町
に
条
里
制
の
遺
構
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
条
里
制
の
遺
構
を
見
つ
け

る
糸
口
の
一
つ
は
条
・
里
・
坪
な
ど
の
名
称
の
地
名
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
を
確
め
る
こ
と
で
あ
る
。
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）

伊
達
稙
宗

た
ね
む
ね

か
ら
舟
生
右
馬
助
に
出
し
た
安
堵
状
と
、
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
伊
達
晴
宗
か
ら
舟
生
彦
五
郎
に
出
し
た
安
堵 
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昭
和
五
十
年
七
月
山
形
県
地
域 

史
研
究
協
議
会
に
て
発
表
。 

第
２
表
：
出
羽
国
官
人
表
（

柏

倉

亮

吉

氏

作

成 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

和

銅 

宝

亀 

養

老 

神

亀 

天

平 

年

号 二 三 四 五 六 七 一 二 一 二 三 四 五 六 七 一 二 三 四 五 一 

七

〇

九 
七

一

〇 一 二 三 四 五 六 七 八 九 

七

二

〇 一 二 三 四 五 六 七 八 九 

西

暦 

 

正

六

位

上

多

治

比

家

主 

守
（
か
み
） 

国 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

司 

 (

実

線

は

在

職

期

間

が

明

 

確

、

確

点

線

は

不

明

確)
 

介
（
す
け
） 

 

 

（
じ
ょ
う

） 

 

目
（
さ
か
ん

） 

 

郡

司 

在 職  在 職  在 職  
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天

平

感

宝 

天

平

勝

宝 

 

二 三 四 五 六 七 八 九 

一

〇 

一

一 

一

二 

一

三 

一

四 

一

五 

一

六 

一

七 

一

八 

一

九 

二

〇 

  

三 四 五 六  

七

三

〇 一 二 三 四 五 六 七 八 九 

七

四

〇 一 二 三 四 五 六 七 八 九 

七

五

〇 一 二 三 四  

正

六

位

下 

田

辺

難

波 
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宝

亀 

天

平

宝

宇 

天

平

神

護

一 

神

護

景

雲 

 

七 八  二 三 四 五 六 七 八  二  二 三 一 二 三 四 五 六 七 八 九 

一

〇 

五 六 七 八 九 

七

六

〇 一 二 三 四 五 六 七 八 九 

七

七

〇 一 二 三 四 五 六 七 八 九 

従

五

位

上

小

野

竹

良 

従

五

位

下

百

済

王

三

忠 

従

五

位

上

佐

伯

美

濃

麿 
（

員

外

） 

従

五

位

下

百

済

王

文

鏡 

従

五

位

下

百

済

王

武

鏡 

従

五

位

下

上

毛

野

馬

長 

従

五

位

下

多

治

比

乙

安 

  

従

五

位

下

百

済

王

三

忠 

従

五

位

上

毛

野

馬

長 
 

従

五

位

下

坂

上

右

楯 
 

 

従

五

位

下

下

毛

野

根

麿 
 

 

従

五

位

下

玉

造

金

弓 

（

数

字

は

赴

任

月

） 
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天

応 
延

暦 

 
一

一 一 一 二 三 四 五 六 七 八 九 

一

〇 

一

一 

一

二 

一

三 

一

四 

一

五 

一

六 

一

七 

一

八 

一

九 

二

〇 

二

一 

二

二 

二

三  

七

八

〇 一 二 三 四 五 六 七 八 九 

七

九

〇 一 二 三 四 五 六 七 八 九 

八

〇

〇 一 二 三 四 

従

五

位

下

百

済

王

英

孫 

従

五

位

下

藤

原

仲

成 

従

五

位

下

百

済

王

聡

哲 

従

五

位

下

文

室

綿

麿 

 
 

 

（

権

守

） 

  
 

 

 

 

 

こ
の
頃
坂
上
田
村
麿
、
出
羽
国
衙
の
損
を
報
じ
た
。 

1  9  2  1 閏  
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大

同 
弘

仁 

天

長 

二

四 一 二 三 四 一 二 三 四 五 六 七 八 九 

一

〇 

一

一 

一

二 

一

三 

一

四 一 二 三 四 五 六  

五 六 七 八 九 

八

一

〇 一 二 三 四 五 六 七 八 九 

八

二

〇 一 二 三 四 五 六 七 八 九 

従

五

位

下

佐

伯

社

屋 

従

五

位

下

大

伴

今

人 

従

五

位

上

百

済

王

教

俊 
出

羽

国

衙

つ

く

り

か

え 

（

小

野

滝

雄

） 

 

従

五

位

下

藤

原

浜

臣 
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承

和 

嘉

祥 

仁

寿 

七  八 九 
一

〇 一 二 三 四 五 六 七   八 九 

一

〇 

一

一 

一

二 

一

三 

一

四 一 二 三 一 二  

八

三

〇  一 二 三 四 五 六 七 八 九 

八

四

〇   一 二 三 四 五 六 七 八 九 

八

五

〇 一 二 

正

六

位

上

藤

原

行

則 

従

五

位

上

小

野

宗

成 

従

五

位

上

藤

原

宮

房 

従

五

位

下

和

気

真

菅 

従

五

位

下

小

野

千

株 

従

五

位

下

文

室

有

真 

従

五

位

下

安

倍

安

立 

従

五

位

下

坂

上

当

岑 

従

五

位

下

秋

篠

氏

永 

 
 

 

1 2  8 6  3  1 1  1  

1  



第三章 古  代 

第二節 中央政権の北進 

斉

衡 
天

安 

真

観 

元

慶 

 

三 一 二 三 一 二 一 二 三 四 五 六 七 八 九 

一

〇 

一

一 

一

二 

一

三 

一

四 

一

五 

一

六 

一

七 

一

八 一   

三 四 五 六 七 八 九 

八

六

〇 一 二 三 四 五 六 七 八 九 

八

七

〇 一 二 三 四 五 六 七 

従

五

位

下

藤

原

弘

道 

従

五

位

下

橘

信

陰 
従

五

位

下

安

倍

比

高 

従

五

位

下

多

治

高

棟 

従

五

位

上

藤

原

興

世 

従

五

位

下

安

倍

比

高 

（

権

介

） 

従

五

位

下

藤

原

豊

範 
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4  1  

5  

2   1  

6   5  

4  2  

6 6 6 5  

6  

(

権
守) 

 

(

正
守) 

仁

和 

寛

平 

昌

泰 

二  三  四 五 六 七 八 一 二 三 四 一 二 三 四 五 六 七 八 九 一 二 三 

八  九  

八

八

〇 一 二 三 四 五 六 七 八 九 

八

九

〇 一 二 三 四 五 六 七 八 九 

八

九

〇  

正

五

位

下 

正

五

位

下

藤

原

保

則 

正

五

位

下 

従

五

位

下

坂

上

茂

樹 

従

五

位

上

源 

悦 

外

従

五

位

下

忠

宗

是

行 

従

五

位

下

藤

原

続

行 

（

権

守

） 

 

藤
原
宗
行 

（

権 

） 

正
六
位
上
小
野
春
泉  

 

従
五
位
下
文
室
有
房(

〃)
 

正
六
位
上
清
原
令
望(

〃)
 

正
七
従
上
藤
原
有
式 

従
七
位
下
茨
田
貞
額 

従
七
位
上(

権
大
目) 

正
六
位
上
春
海
奥
雄 

従
六
位
下
豊
岡
継
雄(

小
目) 

正
六
位
上
他
戸
千
安
本 

(

権
大
目) 

伴

貞

道 
(

最
上
郡
擬
大
領) 

1  
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山

形

県

教

育

委

員

会

 

『

古

墳

か

ら

条

里

へ

』 

状
と
、
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
伊
達
晴
宗
か
ら
舟
生
彦
五
郎
に
出
し
た
安
堵
状
の
中
に
、
「
下
長
井
庄
高
擶た

ま

郷

南

方

み
な
み
の
か
た

の
内

一
ノ
坪

．
．
．･

･
･
･
･
･

」
と
い
う
件
が
あ
る
。
高
玉
に
は
前
記
「
一
の
坪
」
の
地
名
の
外
に
、
「
熊
の
目
」
、
「
鮎
の
目
」
、
「
拳
の
目
」
と
い

う
条
里
制
に
ち
な
ん
だ
地
名
が
現
在
も
有
る
。
高
玉
地
区
の
明
治
初
期
調
整
の
絵
図
、
さ
ら
に
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
土
地
基
盤

整
備
用
航
空
写
真
に
よ
っ
て
、
道
・
畔
・
水
路
等
に
つ
い
て
そ
の
痕
跡
の
有
無
を
検
討
し
た
結
果
次
の
よ
う
な
こ
と
が
解
か
っ
た
。 

第
一
点
、
条
里
制
の
地
割
に
つ
い
て
最
も
大
切
な
水
路
・
畔
・
道
の
方
角
が
「
真
南
北
と
真
東
西
」
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か

だ
が
、
「
真
南
北
線
」
は
一
〇
八
の
字あ

ざ

の
内
、
一
三
字
に
つ
い
て
こ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
「
真
東
西
線
」
に
つ
い
て
は
、
七
字

に
つ
い
て
こ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
大
部
分
は
自
然
傾
斜
地
に
合
っ
た
「
北
東
―
南
西
線
」
と
こ
れ
に
直
交

す
る
線
で
あ
り
、
意
図
的
に
真
南
北
や
真
東
西
を
求
め
た
痕
跡
は
図
面
上
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

第
二
点
、
次
に
基
本
的
な
地
割
の
一
つ
で
あ
る
「
六
〇
間×

六
〇
間
」
（
一
町
）
の
区
割
単
位
が
あ
る
か
ど
う
か
だ
が
、
方
形
に

つ
い
て
は
「
熊
の
目
」
字
の
中
に
、
水
路
と
道
に
囲
ま
れ
た
「
方
六
〇
間
」
に
近
い
区
割
が
あ
る
。
ま
た
、
道
と
水
路
の
間
隔
、

道
と
道
の
間
隔
で
は
六
〇
間
あ
る
い
は
そ
の
倍
数
を
認
め
ら
れ
る
の
が
、
五
九
カ
所
に
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
高
玉
に
は
条
里
制
に
結
び
つ
く
地
名
は
あ
る
が
、
条
里
制
の
遺
構
と
し
て
決
定
的
な
も
の
を
見
い
出
す
こ
と
は
で

き
な
い
。
た
だ
こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
、
条
里
制
の
基
礎
要
件
で
あ
る
「
地
名
」
、
「
真
南
北
・
真
東
西
」
、
「
六
〇
間×

六
〇
間
」

が
、
「
熊
の
目
・
鮎
の
目
・
拳
の
目
」
な
ど
の
字
名
近
く
の
土
地
に
濃
厚
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
尚
、
高
玉
と
同
じ
く
、
伊
達

文
書
の
中
に
勧
進
代
及
び
中
村
に
も
「
一
の
坪
」
の
地
名
が
出
て
く
る
。
山
形
県
内
で
条
里
制
の
遺
構
が
知
ら
れ
る
の
は
、
中
山

町
・
山
辺
町
・
山
形
市
谷
柏
・
山
形
市
西
南
部
・
同
西
北
部
・
出
羽
・
明
治
・
天
童
西
南
・
成
生
・
東
根
温
泉
・
楯
岡
・
寒
河
江

南
・
溝
延
・
醍
醐
・
谷
地
・
八
幡
の
一
条
・
宮
内
で
あ
る 

 
 

 
 

 
 

。 

４ 

多
賀
城
・
秋
田
城
・
城
輪
柵 

陸
奥
・
出
羽
に
お
け
る
中
央
政
権
の
勢
力
拡
大
は
、
硬
軟
併
せ
て
進
め
ら
れ
て
行
っ
た
。
陸
奥
国
で
は
宮
城
県
南
部
ま
で
は
、
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『

東

北

の

 

歴 

史

』

 

か
な
り
早
く
開
け
た
よ
う
で
あ
る
が
、
岩
手
・
青
森
な
ど
の
北
部
は
蝦
夷
な
ど
の
在
地
勢
力
が
強
く
、
こ
れ
を
勢
力
圏
内
に
お
さ

め
る
こ
と
は
な
か
な
か
容
易
で
は
な
か
っ
た
。 

多
賀
城
は
陸
奥
の
国
府
（
行
政
庁
）
と
鎮
守
府
（
軍
政
府
）
を
合
わ
せ
た
政
庁
で
、
昭
和
四
十
一
年
国
の
特
別
史
跡
に
指
定
さ

れ
、
継
続
的
な
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
。
周
囲
は
築
地

つ

い

じ

で
、
内
側
の
建
物
跡
は
同
一
時
代
の
も
の
で
な
く
、
奈
良
時
代
か
ら

平
安
時
代
に
か
け
て
の
各
期
の
建
物
が
重
複
し
て
い
る
。
遺
物
で
多
い
の
は
瓦
に
布
目
の
つ
い
た
も
の
で
あ
り
、
平
安
時
代
初
期

の
計
帳
と
よ
ば
れ
る
課
税
台
帳
の
一
部
が
発
見
さ
れ
、
木
簡
・
陶
硯
な
ど
と
共
に
官
衙
に
ふ
さ
わ
し
い
遺
物
も
出
土
し
て
い
る
。

こ
の
多
賀
城
は
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
陸
奥
国
の
経
営
、
鎮
撫
、
開
拓
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
お
り
、
そ
の
主
な
る
も
の
は

次
の
よ
う
で
あ
る 

 
 

 
。 

七
二
四
年
、
大
野
東
人
築
く
（
真
偽
両
説
あ
り
）
。 

七
二
九
年
、
大
野
東
人
、
将
兵
の
論
功
行
賞
を
行
な
う
。 

七
三
七
年
、
（
こ
れ
ま
で
は
多
賀
柵
と
な
っ
て
い
る
。
）
大
野
東
人
、
陸
奥
国
か
ら
出
羽
柵
（
秋
田
）
に
通
じ
る
道
を
開
く
。 

七
四
九
年
、
陸
奥
国
府
が
小
田
郡
か
ら
産
出
し
た
金
を
献
上
し
、
奈
良
大
仏
建
立
の
資
に
し
た
。 

七
八
〇
年
、
伊
治
公
些
麻
呂
の
反
乱
で
、
多
賀
城
は
焼
き
払
わ
れ
た
。 

七
八
八
年
、
紀
古
佐
美
、
五
万
の
大
軍
を
北
に
進
め
た
が
、
北
上
川
渡
河
作
戦
に
失
敗
し
大
敗
し
た
。 

七
九
四
年
、
坂
上
田
村
麻
呂
が
一
〇
万
の
大
軍
を
ひ
き
い
て
、
蝦
夷
征
伐
に
向
う
。 

八
〇
一
年
、
坂
上
田
村
麻
呂
、
陸
奥
守
鎮
守
府
将
軍
兼
征
夷
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
て
蝦
夷
を
平
定
し
た
。 

八
〇
二
年
、
鎮
守
府
を
胆
沢
城
に
移
す
。 

八
六
九
年
、
五
月
大
地
震
、
大
津
波
が
お
こ
り
、
す
べ
て
の
建
物
が
壊
さ
れ
流
さ
れ
た
。 

一
〇
五
一
―
五
七
年
、
陸
奥
俘
囚

ふ
し
ゅ
う

長
安
倍
頼
時
が
そ
む
き
、
源
頼
義
、
義
家
に
殺
さ
れ
る
（
前
九
年
の
役
）
。 

一
〇
八
三
―
八
七
年
、
源
義
家
陸
奥
守
と
し
て
赴
任
し
、
清
原
家
衡
を
攻
め
る
。
義
家
ま
た
は
清
原
武
衡
を
攻
め
て
亡
ぼ
す
（
後 
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三
年
の
役
）
。 

一
一
八
九
年
、
源
頼
朝
平
泉
の
藤
原
泰
衡
を
亡
ぼ
し
奥
州
を
平
定
し
、
留
守
職
を
置
く
。 

一
三
三
三
年
、
北
畠
顕
家
が
陸
奥
守
に
任
じ
ら
れ
、
義
良
親
王
を
奉
じ
て
下
向
（
建
武
中
興
）
。 

一
三
五
三
年
、
室
町
幕
府
は
奥
州
探
題
と
し
て
斯
波
兼
家
を
任
命
し
多
賀
城
に
置
く
。 

多
賀
城
に
密
接
な
関
係
の
あ
る
も
の
に
、
多
賀
城
廃
寺
跡
が
あ
る
。
こ
れ
も
多
賀
城
と
同
じ
時
期
の
創
建
と
さ
れ
、
遺
物
で
は

瓦
・
土
師
器
・
須
恵
器
・
灰
釉
や
緑
釉
の
陶
器
・
土
塔
な
ど
が
あ
る
。 

陸
奥
国
の
多
賀
城
が
、
陸
奥
国
経
営
に
果
し
た
役
割
は
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
が
、
一
方
北
陸
方
面
に
於
い
て
、
中
央

政
権
は
和
銅
元
（
七
〇
八
）
年
に
越
後
国
に
出
羽
郡
を
増
置
し
出
羽
柵
を
設
け
、
西
奥
羽
は
新
し
い
段
階
を
む
か
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
出
羽
郡
は
荘
内
地
方
を
さ
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
次
い
で
和
銅
五
（
七
一
二
）
年
出
羽
郡
を
越
後
国
よ
り
離
し
、

陸
奥
国
の
う
ち
最
上
郡
と
置
賜
郡
と
を
合
せ
て
出
羽
国
と
し
た
。
こ
の
時
期
の
出
羽
柵
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
豊
田

武
氏
は
『
東
北
の
歴
史
』
で
藤
島
町
平
形
一
帯
で
は
な
い
か
と
す
る
。 

天
平
五
（
七
三
三
）
年
、
出
羽
柵
を
更
に
北
進
さ
せ
て
高
清
水
岡
（
秋
田 

市
寺
内
高
清
水
）
に
移
し
た
。
こ
れ
が
や
が
て
秋
田
城
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に 

な
る
。
秋
田
城
に
国
府
が
置
か
れ
た
時
期
が
あ
り
、
そ
れ
は
秋
田
城
と
称
さ 

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
七
六
〇
年
代
初
め
の
こ
と
で
、
七
八
〇
年
に
国
府
は
一 

秋
田
城
は
元
慶
年
間
に
お
こ
っ
た
夷
俘
の
大
叛
乱
に
対
す
る
鎮
圧
の
拠
点
と 

な
り
、
律
令
国
家
の
西
奥
羽
開
拓
支
配
の
要
鎮
と
し
て
、
二
世
紀
半
の
間
大 

き
な
役
割
を
は
た
し
た
が
、
一
一
世
紀
に
な
っ
て
現
地
豪
族
の
勢
力
が
強
大 

に
な
っ
て
く
る
と
、
そ
の
国
策
的
意
識
を
失
っ
た
。 

第１ ２図： 城 輪の 柵  
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「

日

本

三

 

大

実

録

」

 

 

酒
田
市
本
楯
大
字
城
輪
に
あ
る
城き

の

輪わ

柵
跡
は
、
従
来
出
羽
柵
跡
、
出
羽
国
分
寺
跡
、
出
羽
国
府
跡
等
の
諸
説
が
あ
っ
て
非
常
に

注
目
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
六
年
、
水
田
の
中
に
埋
没
し
て
立
並
ぶ
柵
木
の
一
部
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
国
の
調
査
が
は
じ
ま
り
、

そ
の
構
造
が
秋
田
県
の
払
田

ほ

っ

た

柵
跡
と
似
て
い
る
た
め
城
塞
の
一
種
と
推
定
さ
れ
、
同
七
年
四
月
、
国
の
指
定
遺
跡
と
な
っ
た
。
そ

し
て
、
昭
和
四
十
年
か
ら
数
次
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
国
府
跡
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
は
っ
き
り
国
府
跡
と

確
認
さ
れ
た
の
は
多
賀
城
、
大
宰
府
に
つ
い
で
三
番
目
で
あ
る
。
遺
構
は
第

1
2

図
の
通
り
で
多
賀
城
と
同
様
の
構
造
で
あ
る
（
柏

倉
亮
吉
氏
）
。
し
か
し
、
こ
の
城
輪
の
国
府
が
出
羽
国
経
営
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
は
た
し
た
の
か
は
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、

今
後
の
調
査
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

元
慶

が
ん
ぎ
ょ
う

乱
（
八
七
八
年
）
は
夷
俘
が
反
乱
を
お
こ
し
て
、
秋
田
城
・
郡
院
・
城
辺
の
民
家
を
焼
い
た
の
が
発
端
で
あ
る
。
こ
の
反

乱
は
出
羽
国
の
軍
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
陸
奥
国
、
さ
ら
に
上
野
、
下
野
か
ら
も
増
援
が
あ
り
、
政
府
軍
の
非
常
に
苦
労
し
た
戦
い

で
あ
っ
た
。
こ
の
乱
の
原
因
と
し
て
は
、
出
羽
国
の
兵
力
が
弱
体
で
あ
っ
た
こ
と
、
蝦
夷
か
ら
の
徴
税
が
き
び
し
過
ぎ
た
こ
と
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る 

 
 

 

。
反
乱
鎮
定
の
た
め
に
、
藤
原
保
則
を
出
羽
権
守
に
小
野
春
風
を
鎮
守
将
軍
に
任
命
し
た
。
と

こ
ろ
で
、
こ
の
乱
で
秋
田
の
夷
俘
鎮
圧
に
向
っ
た
鎮
守
将
軍
小
野
春
風
の
副
将
藤
原
薀
安
が
、
長
井
市
五
十
川
で
病
没
し
、
地
方

民
は
こ
れ
を
祭
っ
て
薀
安
神
社
を
建
立
し
た
。
ま
た
、
白
鷹
町
横
田
尻
に
あ
る
薀
安
林
・
薀
安
堂
も
こ
れ
に
関
係
す
る
と
い
う
伝

説
が
あ
る
。 

５ 

平
泉
藤
原
氏
と
当
地
の
関
係 

奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
、
陸
奥
国
・
出
羽
国
共
に
度
々
蝦
夷
の
抵
抗
が
あ
り
、
そ
の
た
び
に
争
い
が
く
り
か
え
さ

れ
た
。
政
府
の
方
針
に
服
従
し
た
蝦
夷
を
、
俘
因
．
．
と
い
い
、
そ
の
中
か
ら
俘
因
．
．
長．
を
任
命
し
て
、
部
族
の
統
卒
に
あ
た
ら
せ
た
。

胆
沢
城
以
北
は
俘
因
長
の
連
合
勢
力
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
て
お
り
、
律
令
制
的
な
支
配
の
外
に
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
奥
羽
北
部
を

支
配
下
に
お
き
、
さ
ら
に
出
羽
国
に
も
勢
力
を
伸
ば
し
て
き
た
の
が
安
倍
氏
で
あ
り
、
俘
因
政
権
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
が
成
立
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し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
安
倍
氏
は
奥
六
郡
と
い
わ
れ
る
胆
沢
・
江
刺
・
和
賀
・
稗
貫
・
紫
波
・
岩
手
の
総
支
配
を
一
手
に
握
り
、

国
司
の
命
を
無
視
し
反
抗
し
た
の
で
朝
廷
は
源
頼
義
に
安
倍
氏
打
倒
を
命
じ
た
。
頼
義
は
出
羽
の
俘
因
長
で
あ
っ
た
清
原
氏
の
助

力
を
得
て
、
つ
い
に
頼
時
・
貞
任
を
亡
ぼ
す
こ
と
が
で
き
た
。 

夷
を
も
っ
て
夷
を
制
し
た
と
見
ら
れ
た
政
策
が
、
実
は
清
原
氏
と
い
う
第
二
の
俘
因
政
権
を
生
み
だ
す
結
果
と
な
っ
た
。
清
原

真
衡
が
奥
羽
に
お
け
る
支
配
権
を
握
る
よ
う
に
な
る
と
同
族
間
に
争
い
が
起
っ
た
が
、
陸
奥
守
と
し
て
赴
任
し
た
源
義
家
は
、
有

力
な
族
長
藤
原
清
衡
に
助
力
し
て
こ
の
争
い
を
収
め
た
。
後
三
年
の
役
（
一
〇
八
三
～
八
七
年
）
で
あ
る
。
こ
の
争
い
の
結
果
、

藤
原
清
衡
は
本
拠
を
平
泉
に
据
え
勢
力
を
拡
大
し
、
い
わ
ゆ
る
平
泉
藤
原
氏
政
権
を
確
立
さ
せ
、
三
代
一
〇
〇
年
の
「
平
泉
文
化
」

を
築
い
た
の
で
あ
る
。
藤
原
氏
の
支
配
は
南
は
白
河
か
ら
津
軽
半
島
ま
で
奥
羽
二
国
に
ま
た
が
り
、
ま
さ
に
奥
羽
の
王
者
と
し
て

君
臨
し
た
。 

『
鮎
貝
の
歴
史
』
に
よ
れ
ば
、
藤
原
北
家
の
流
れ
を
汲
む
と
い
わ
れ
る
藤
原
安
親

．
．
．
．
な
る
者
が
、
平
泉
の
藤
原
清
衡
を
頼
っ
て
下

向
し
（
永
久
よ
り
大
治
の
間
一
一
一
三
～
二
六
年
）
、
羽
州
下
長
井
庄
北
部
地
方
の
庄
司
と
な
り
、
そ
の
所
領
は
東
は
松
川
、
南
は

白
川
の
線
で
、
元
蚕
桑
村
横
越
の
地
（
横
越
館
、
現
在
高
徳
寺
境
内
）
に
居
館
を
定
め
当
地
方
の
支
配
に
当
っ
た
。
こ
れ
が
中
世

を
通
じ
て
鮎
貝
城
に
在
り
、
下
長
井
に
威
を
ふ
る
っ
た
鮎
貝
氏

．
．
．
の
祖
で
あ
る
と
い
う
。
下
長
井
庄

．
．
．
．
が
い
つ
出
来
た
か
に
つ
い
て
は

確
証
が
な
い
。 

一
方
最
上
川
右
岸
（
川
東
）
に
つ
い
て
は
、
『
荒
砥
町
誌
』
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

寛
治
年
間
の
頃
（
一
〇
八
七
～
九
三
年
）
新
戸
．
．
に
石
灘
監
物
と
い
う
者
が
居
て
、
こ
の
地
を
治
め
八
乙
女
丘
に
御
宮
を
建
て
八

幡
宮
を
奉
祀
し
た
。 

又
、
藤
原
清
衡
の
臣
荒
川
次
郎
清
泰
が
下
長
井
ノ
庄
に
来
て
八
乙
女
丘
に
城
を
築
き
、
こ
こ
に
八
幡
神
社
を
建
立
し
た
（
永
長

年
間
以
降
、
一
〇
九
六
年
）
。 

深
山
観
音
堂
や
、
中
村
観
音
堂
（
飯
豊
町
中
村
）
な
ど
も
、
こ
の
時
代
を
代
表
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
当
地
方
に
源
義
家
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『

山

形

県

史

話

』

 

五

八

 

 

頁

 

（
八
幡
太
郎
義
家
）
に
つ
い
て
の
伝
説
が
非
常
に
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
義
家
は
当
地
方
を
通
っ
た
形
跡
が
無
く
、
直
接
に

は
関
係
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る 

 
 

 

。 
源
頼
朝
の
奥
羽
平
定
を
『
東
根
村
郷
土
史
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る 

 

。 

「
頼
朝
は
、
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
平
家
を
亡
ぼ
す
と
、
諸
国
に
守
護
・
地
頭
を
置
い
て
支
配
の
体
制
を
か
た
め
た
が
、
彼

の
支
配
の
及
ば
な
か
っ
た
の
は
東
北
、
す
な
わ
ち
平
泉
の
藤
原
氏
で
あ
っ
た
。
藤
原
氏
討
伐
に
絶
好
の
口
実
を
も
た
ら
し
た
の
は
、

義
経
の
奥
州
下
り
で
あ
っ
た
。
後
白
河
法
皇
の
策
略
に
よ
っ
て
頼
朝
と
の
仲
を
裂
か
れ
た
義
経
は
、
天
下
の
お
尋
ね
人
と
な
っ
て

身
を
置
く
所
な
く
、
つ
い
に
北
陸
道
か
ら
日
本
海
沿
い
に
庄
内
に
出
て
、
平
泉
に
た
ど
り
つ
き
秀
衡
の
も
と
に
身
を
寄
せ
た
。
し

か
し
、
義
経
を
あ
く
ま
で
保
護
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
秀
衡
が
病
死
し
た
こ
と
は
、
平
泉
政
権
に
と
っ
て
致
命
的
な
運
命
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
ま
た
頼
朝
に
と
っ
て
決
定
的
な
幸
運
で
あ
っ
た
。
統
率
力
に
欠
け
て
い
た
嫡
子
泰
衡
は
、
頼
朝
の
圧
力
に
屈
し
て
義

経
を
攻
め
殺
し
、
そ
の
首
を
鎌
倉
に
送
っ
て
平
泉
の
延
命
を
は
か
っ
た
が
、
か
え
っ
て
頼
朝
に
討
伐
の
機
会
を
与
え
る
結
果
と
な

っ
た
。 

文
治
五
年
、
頼
朝
は
三
軍
を
動
員
し
て
三
道
（
北
陸
・
白
河
・
勿
来
）
か
ら
進
撃
し
、
平
泉
勢
を
圧
倒
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ

に
頼
朝
は
、
文
字
通
り
全
国
制
覇
の
業
を
な
し
と
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
は
、
要
所
要
所
に
家
臣
で
あ
る
関
東
の
武
士
を
地

頭
に
任
じ
て
実
権
を
と
り
行
わ
せ
た
の
で
、
は
じ
め
て
中
央
集
権
の
実
を
握
っ
た
の
で
あ
る
。
東
北
地
方
開
発
以
来
の
慣
行
で
あ

っ
た
〝
夷
を
も
っ
て
夷
を
治
め
る
〟
方
式
は
、
こ
こ
に
終
わ
り
を
告
げ
た
。
」
と
。 


